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データヘルス計画の概要1

平成25年６月14日に閣議決定された「日本再興戦略」において、医療保険者は、レセプ
ト等のデータの分析や分析結果に基づき、加入者の健康保持増進のための事業計画として
「データヘルス計画」の作成・公表、事業実施、評価等の取組を求められることになった。

三重県市町村職員共済組合（以下「当組合」という。）では、「地方公務員共済組合にお
けるデータヘルスの通知について（平成26年10月27日付け総行福第333号・総務省自治行
政局公務員部福利課⾧通知）」に基づき、第１期データヘルス計画（短期給付財政安定化計
画）（平成27～29年度）を策定、さらに「地方公務員共済組合におけるデータヘルスの取
組について（平成29年10月10日付け総行福第205号・総務省自治行政局公務員部福利課⾧
通知）」に基づき、第２期データヘルス計画（平成30～令和５年度）を策定し、これに則り
保健事業を実施してきた。

令和６年度から、第4期特定健康診査・特定保健指導等に関連する保健・医療関係の施策
とともに、第３期データヘルス計画が開始されることを踏まえ、これまでの保健事業等の実
施状況を振り返り、レセプト・健診情報等のデータ分析により加入者の健康状態や医療費の
現状を把握し、健康課題を明確化すると共に、課題解決に向けた効果的・効率的な保健事業
を実施するための事業計画として、第３期データヘルス計画（令和６～11年度）を策定した。

本報告書は、第３期データヘルス計画の初年度である令和６年度の健康・医療費の分析結
果と保健事業の実施状況を報告するものである。

1.1 目的と背景
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第３期データヘルス計画の計画期間は令和６～11年度の６年間とする。
また、令和８年度を中間評価年度、令和11年度を実績評価年度と位置づける。

1.2 第３期データヘルス計画の期間

図 データヘルス計画の期間

令和11年度令和10年度令和９年度令和８年度令和７年度令和６年度平成30
～令和５年度

平成27
～29年度

第１期
データヘルス
計画

第３期データヘルス計画
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健康診査等
実施計画

中間評価

第２期
データヘルス
計画

第４期特定健康診査等実施計画

PDCA
実績評価

PDCA



共済組合の現状2

令和６年度の加入者（組合員・被扶養者）の状況は以下の通りである。
当組合の組合員男性比率、40歳以上人数比率は、全国平均とほぼ同じである。

2.1.1 男女比率・被扶養者等

 組合員・被扶養者全体の数は、令和4年10月からの短期組合員の加入により増加したが、令和６
年度は令和５年度とほぼ横ばいである。

 組合員数は、男性はほぼ横ばいであるが、令和４年度から女性が増加傾向である。
 被扶養者数は、男性・女性とも令和４年度から増加傾向である。

2.1 基本情報

※全国平均は60構成組合の平均表 加入者の状況（令和７年３月末時点）

2.1.2 加入者の年齢構成

 組合員・被扶養者

（短期組合員を含む）
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【使用データ】「短期給付諸率等の状況（令和６年度）〔１〕短期適用組合員数、被扶養者数及び標準報酬総額等」他

全国計・全国平均*当組合

1,737,088 人29,158 人
組合員

48.8%男性比率47.3%男性比率

1,136,942 人19,195 人被扶養者

2,874,030 人48,353 人計

0.65 人0.66 人組合員１人当たりの被扶養者数（扶養率）

64.6%64.3%組合員40歳以上
20.7%20.6%被扶養者人数比率

【使用データ】年齢階級別組合員数（任意継続組合員を含む） （令和６年９月末時点）



 全体

 組合員

 被扶養者

2.1.3 加入者数推移 （短期組合員を含む）

図 性別 被扶養者数の推移（令和元年度～令和６年度）

図 性別 組合員数の推移（令和元年度～令和６年度）

図 性別 加入者数の推移（令和元年度～令和６年度）
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※加入者数の推移に係る人数は、月毎に1日以上資格を保有している人数の平均をとったもの。

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 18,800 18,983 19,140 20,531 21,617 21,535

女性 19,445 19,822 20,352 23,764 26,774 26,703
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 11,656 11,790 11,860 12,939 13,810 13,861

女性 8,636 9,112 9,691 12,527 15,156 15,341
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 7,144 7,193 7,280 7,583 7,807 7,674

女性 10,809 10,710 10,661 11,220 11,618 11,362
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4,000

6,000

8,000
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14,000（単位:人）



2.2.1 短期給付の状況

組合の現状2.2

 短期給付財源率の推移

 収支の推移

（単位:千円） 高齢者医療制度の支援金等の推移

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度令和元年度

1,803,6993,189,3392,869,0253,164,7063,477,8752,643,703前期高齢者拠出金

3,335,0983,152,5342,844,5212,803,5092,729,9652,613,561後期高齢者支援金

14881212病床転換支援金

-306-2,146-4,426-5,378-10,393-17,809退職者給付拠出金

5,138,4926,339,7315,709,1285,968,2236,197,4595,239,467合 計

34.8%40.8%44.1%48.9％51.8%46.5%支出に対する割合
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

収入 11,692,942 11,846,386 11,990,590 12,763,266 14,616,483 15,029,067

支出 11,278,855 11,959,931 12,185,836 12,951,545 15,544,556 14,767,804

剰余金 2,737,623 2,624,077 2,428,831 2,240,552 1,312,480 1,573,743
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（単位：千円） （単位：千円）

（単位:‰）

令和6年度令和5年度令和4年度令和3年度令和2年度令和元年度会計年度

99.0099.0093.3893.3893.3893.38財源率



図 データヘルス実施体制

2.2.2 所属所数
令和７年４月時点の所属所数は、市14、町15、一部事務組合等32の計61である。

2.2.3 データヘルスの実施体制
保険課健康係が主体となって、所属所と連携を密にしてデータヘルス計画を推進している。
当組合と健康づくりに関する協定を締結した自治体と協会けんぽ三重支部が合同で行う集

団健診で特定健康診査が受診可能となるようにし、また、その他の保健事業では他団体等と
の協働も推進している。
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（単位:千円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

入院 1,523,859 1,511,746 1,510,921 1,743,513 2,107,984 2,392,878

外来 2,481,069 2,370,360 2,713,363 3,641,854 4,165,815 4,229,158

歯科 681,554 701,624 758,408 875,530 1,022,105 1,084,324

調剤 1,197,034 1,180,626 1,251,204 1,595,148 2,087,932 2,153,487

計 5,883,516 5,764,355 6,233,897 7,856,045 9,383,836 9,859,847

入院 806,723 776,332 754,754 946,518 1,230,063 1,435,824

外来 1,371,746 1,377,811 1,563,960 2,174,060 2,619,759 2,717,631

歯科 391,840 420,302 459,184 562,801 678,133 719,421

調剤 680,428 682,717 721,979 967,639 1,305,762 1,325,242

計 3,250,737 3,257,161 3,499,877 4,651,017 5,833,718 6,198,118

入院 717,136 735,414 756,167 796,996 877,920 957,054

外来 1,109,324 992,549 1,149,403 1,467,794 1,546,055 1,511,526

歯科 289,714 281,322 299,224 312,729 343,972 364,904

調剤 516,606 497,909 529,225 627,509 782,170 828,245

計 2,632,779 2,507,194 2,734,019 3,205,028 3,550,118 3,661,729

被
扶
養
者

組
合
員

全
体

データ分析に基づく健康課題

 令和元年度～令和６年度の推移を見ると、総医療費、１人当たり医療費とも、令和２年度に
新型コロナ禍における受診控え等の影響で一時的に減少したが、令和３年度以降増加している。

 令和４年10月の短期組合員加入により加入者が増加したことが、総医療費・１人当たり医療費
増加の要因と考えられ、特に外来・調剤医療費が著しく増加している。

 受診率については、令和３年度以降外来・歯科が増加しており、入院については令和４年度ま
で下降傾向にあったが令和５年度に大きく増加、令和元年度の受診率と同程度となっている。

3.1 医療費の状況

3.1.1 医療費

3

7

前提事項

○医療費関連
・任意継続組合員は、組合員として集計。
・医療費分析における令和4年度医療費は、令和４年10月～令和５年３月診療分の短期組合員医療費を含む。

○特定健診、特定保健指導関連
・「4.4 特定健康診査・特定保健指導」における任意継続組合員は、被扶養者として集計。

 加入者の総医療費推移
表 総医療費の推移
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 全体

 組合員

 被扶養者

図 総医療費の推移（全体）

図 総医療費の推移（組合員）

図 総医療費の推移（被扶養者）
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 加入者１人当たり医療費推移

 全体

 組合員

 被扶養者

表 １人当たり医療費の推移 （単位:円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度
入院 39,845 38,957 38,259 39,361 43,561 49,606
外来 64,873 61,084 68,707 82,218 86,087 87,673
歯科 17,821 18,081 19,204 19,766 21,122 22,479
調剤 31,299 30,425 31,682 36,012 43,147 44,643
入院 39,756 37,142 35,022 37,169 42,466 49,169
外来 67,600 65,918 72,570 85,374 90,443 93,063
歯科 19,310 20,108 21,307 22,101 23,411 24,636
調剤 33,532 32,663 33,501 37,999 45,079 45,382
入院 39,945 41,078 42,147 42,326 45,195 50,276
外来 61,790 55,440 64,066 77,950 79,591 79,404
歯科 16,137 15,714 16,678 16,608 17,708 19,169
調剤 28,775 27,812 29,498 33,325 40,266 43,509

全体

組合員

被扶養者
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 受診率推移

 全体

 組合員

 被扶養者

受診率・・・組合員・被扶養者100人当たりのレセプト件数

表 受診率の推移 （単位:件）
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

入院 8.5 8.0 7.9 7.8 8.5 9.1
外来 667.9 595.2 638.1 711.3 790.1 801.0
歯科 175.8 166.7 178.5 182.2 196.1 204.2
入院 8.1 7.7 7.7 7.6 8.0 8.7
外来 651.3 607.0 641.4 718.3 792.2 805.1
歯科 179.3 172.4 186.0 189.9 206.6 214.6
入院 9.0 8.4 8.2 8.0 9.2 9.7
外来 686.6 581.5 634.2 701.9 787.0 794.7
歯科 171.9 160.1 169.5 171.7 180.4 188.1

全体
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 総医療費・レセプト１件当たり医療費が共に高額なのは新生物である。呼吸器系疾患は
レセプト１件当たり医療費は低いが総医療費が高い。

 組合員は、新生物の総医療費が最も高く、全体の約19％を占める。
 被扶養者は、呼吸器系疾患の総医療費が最も高く、全体の約18％を占める。

※疾病別医療費は入院・外来のレセプトの合算であり、歯科・調剤レセプトは含まない、また、疾病の分類が出来ないレセ
プトは集計対象外。

3.2.1 疾病大分類別医療費

 全体（令和６年度）

 組合員（令和６年度）

 総医療費、レセプト１件当たり医療費

疾病別医療費の状況3.2

図 疾病大分類別総医療費・レセプト１件当たり医療費（全体・令和６年度）

図 疾病大分類別総医療費・レセプト１件当たり医療費（組合員・令和６年度）

新生物 呼吸器 循環器 筋骨格 腎尿路 内分泌 消化器 眼 精神 神経系 皮膚 妊娠 血液 先天奇形 感染症 周産期 異常所見 耳 その他

総医療費 969.8 801.6 594.5 486.7 427.8 418.8 404.8 307.2 289.5 252.6 251.1 163.3 162.1 142.9 141.9 138.3 137.7 59.3 276.3

1件当たり医療費 70,272 9,054 18,253 18,181 24,303 14,369 21,849 8,871 13,967 26,080 6,675 82,494 73,657 95,138 10,305 169,849 13,627 8,600 23,505
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(単位：百万円) (単位：円)
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件
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医
療
費

医療費64.3億円
■ 生活習慣病18.5億円(28.8％)
■ 新生物9.7億円（15.1％）
■ 呼吸器8億円（12.4％）
■ その他28.1億円（43.7％）

新生物 循環器 呼吸器 筋骨格 内分泌 消化器 腎尿路 眼 神経系 妊娠 精神 皮膚 血液
異常所

見
感染症 耳

先天奇

形
周産期 その他

総医療費 769.6 483.4 359.3 335.2 314.7 287.6 276.6 203.5 141.7 132.4 129.0 127.2 106.9 88.2 78.1 26.4 10.8 0.4 148.2

1件当たり医療費 73,757 17,941 9,262 16,831 13,492 21,573 21,107 9,721 20,528 80,574 9,936 7,234 68,953 14,356 10,756 7,931 30,401 22,313 27,786
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(単位：百万円) (単位：円)

総
医
療
費

1
件
当
た
り
医
療
費

医療費40.2億円
■ 生活習慣病13.6億円(33.8％)
■ 新生物7.7億円（19.2％）
■ 呼吸器3.6億円（9％）
■ その他15.3億円（38％）
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 被扶養者（令和６年度）

図 疾病大分類別総医療費・レセプト１件当たり医療費（被扶養者・令和６年度）

呼吸器 新生物 精神 筋骨格 腎尿路 周産期 先天奇形 皮膚 消化器 循環器 神経系 内分泌 眼 感染症 血液 異常所見 耳 妊娠 その他

総医療費 442.3 200.2 160.5 151.5 151.2 137.8 132.1 123.9 117.2 111.1 110.9 104.0 103.7 63.8 55.2 49.5 32.9 30.9 128.1

1件当たり医療費 8,892 59,471 20,728 22,100 33,614 173,566 115,100 6,184 22,557 19,744 39,848 17,884 7,573 9,801 84,879 12,497 9,225 91,882 19,948
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1
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医
療
費

医療費24億円
■ 生活習慣病4.8億円(20％)
■ 新生物2億円（8.3％）
■ 呼吸器4.4億円（18.3％）
■ その他12.8億円（53.4％）



3.2.2 疾病中分類別医療費
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 組合員は「その他の悪性新生物」が最も高いが、「高血圧性疾患」「糖尿病」も上位にある。
 被扶養者は「喘息」が最も高く、「急性上気道感染症」等の呼吸器系疾患が上位にある。
 男性は「その他の悪性新生物」「高血圧性疾患」が上位にあり、「その他の悪性新生物」は令和

４年度から令和６年度にかけて上昇している。
 女性は「乳房の悪性新生物」が６年連続で上位にあり、「高血圧性疾患」が令和４年度から上位

になっている。「乳房及びその他女性生殖器の疾患」が令和３年度から令和６年度にかけて上昇
している。

 疾病中分類別総医療費

 被扶養者（令和６年度）

 組合員（令和６年度）

図 疾病中分類別総医療費（上位10疾病・組合員）（令和６年度）

図 疾病中分類別総医療費（上位10疾病・被扶養者）（令和６年度）
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 男性

 女性

 加入者全体の疾病中分類別総医療費の推移（男性・女性）
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は悪性新生物、 は生活習慣病関連疾病、 は呼吸器関連疾病を表す。

表 疾病中分類別総医療費（男性）（令和元年度～令和６年度）

表 疾病中分類別総医療費（女性）（令和元年度～令和６年度）

1位
その他の消化器系の
疾患

94,369
その他の悪性新生
物

89,173
その他の消化器系の
疾患

101,190
その他の消化器系の
疾患

109,167
その他の悪性新生
物

155,373
その他の悪性新生
物

188,220

2位 腎不全 82,633
その他損傷及びその
他外因の影響

84,717
その他の悪性新生
物

77,810 白血病 104,786
その他の消化器系の
疾患

120,810
その他の消化器系の
疾患

133,663

3位
その他の悪性新生
物

80,451
その他の消化器系の
疾患

82,904
妊娠及び胎児発育
に関連する障害

71,318
その他の悪性新生
物

100,750 高血圧性疾患 120,641 高血圧性疾患 114,232

4位 悪性リンパ腫 78,786
その他の神経系の疾
患

78,859
その他損傷及びその
他外因の影響

67,273 高血圧性疾患 94,206
その他損傷及びその
他外因の影響

102,675
その他の神経系の疾
患

103,095

5位
その他損傷及びその
他外因の影響

71,942
その他の先天奇形、
変形及び染色体異
常

76,780
その他の神経系の疾
患

65,197
その他の神経系の疾
患

88,870 その他の心疾患 100,094 糖尿病 91,134

6位 高血圧性疾患 63,940 腎不全 71,193 高血圧性疾患 62,655
妊娠及び胎児発育
に関連する障害

75,683
その他の神経系の疾
患

95,423 その他の心疾患 90,141

7位
その他の神経系の疾
患

63,263 高血圧性疾患 61,970 糖尿病 62,526 糖尿病 73,717 糖尿病 94,279
その他損傷及びその
他外因の影響

83,497

8位 その他の心疾患 57,834 糖尿病 51,407 白血病 56,670
その他損傷及びその
他外因の影響

67,583
その他の呼吸器系の
疾患

78,967 虚血性心疾患 75,778

9位
その他の先天奇形、
変形及び染色体異
常

51,720
気分（感情）障害
（躁うつ病を含む）

48,142 喘息 53,047 アレルギー性鼻炎 64,326 アレルギー性鼻炎 73,636 腎不全 72,890

10位 アレルギー性鼻炎 48,495 アレルギー性鼻炎 47,574 皮膚炎及び湿疹 51,385
その他の急性上気
道感染症

59,075 腎不全 73,597 アレルギー性鼻炎 71,458

令和元年度 令和2年度

（単位:千円）

令和6年度令和3年度 令和4年度 令和5年度

1位
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

118,496
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

121,642
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

136,546
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

153,166
良性新生物及び
その他の新生物

168,924
良性新生物及び
その他の新生物

170,259

2位
良性新生物及び
その他の新生物

114,972
良性新生物及び
その他の新生物

113,171
良性新生物及び
その他の新生物

111,332
良性新生物及び
その他の新生物

133,121
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

146,551
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

145,920

3位
その他の悪性新生
物

88,019
その他の悪性新生
物

94,887
その他の悪性新生
物

101,070
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

113,209
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

127,818
その他の妊娠、
分娩及び産じょく

138,342

4位
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

63,939
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

75,629
その他の消化器系の
疾患

87,504 乳房の悪性新生物 109,651
その他の消化器系の
疾患

117,493 乳房の悪性新生物 136,043

5位 乳房の悪性新生物 57,751
その他の消化器系の
疾患

64,971 乳房の悪性新生物 85,865
その他の消化器系の
疾患

89,319 乳房の悪性新生物 113,372
その他の消化器系の
疾患

110,945

6位
屈折及び調節の障
害

51,120 乳房の悪性新生物 58,683
乳房及びその他の
女性生殖器の疾患

77,098 高血圧性疾患 68,991 高血圧性疾患 97,779
その他の神経系の疾
患

98,874

7位
その他の急性上気
道感染症

50,496
屈折及び調節の障
害

55,625
屈折及び調節の障
害

63,620
屈折及び調節の障
害

67,965
その他の悪性新生
物

92,344 高血圧性疾患 90,129

8位
その他損傷及びその
他外因の影響

50,161
その他の皮膚及び皮
下組織の疾患

46,164
症状、徴候及び異
常臨床所見・異常

56,431
症状、徴候及び異
常臨床所見・異常

67,914
その他の急性上気
道感染症

87,415
屈折及び調節の障
害

89,963

9位
その他の消化器系の
疾患

49,711
症状、徴候及び異
常臨床所見・異常

44,634
その他の皮膚及び皮
下組織の疾患

54,054
その他の急性上気
道感染症

66,733
屈折及び調節の障
害

84,873
その他の悪性新生
物

88,496

10位 アレルギー性鼻炎 45,767
その他の内分泌、栄
養及び代謝障害

43,718
その他損傷及びその
他外因の影響

52,815
その他損傷及びその
他外因の影響

65,945
症状、徴候及び異
常臨床所見・異常

83,999
症状、徴候及び異
常臨床所見・異常

86,864

（単位:千円）

令和6年度令和5年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
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 被扶養者（令和６年度）

 組合員（令和６年度）

 疾病中分類別 レセプト１件当たり医療費

 全体

 疾病中分類別 レセプト１件当たり医療費推移

は悪性新生物、 は生活習慣病関連疾病を表す。

図 疾病中分類別レセプト１件当たり医療費（上位10疾病・組合員）（令和６年度）

表 疾病中分類別レセプト１件当たり医療費（令和元年度～令和６年度）

図 疾病中分類別レセプト１件当たり医療費（上位10疾病・被扶養者）（令和６年度）
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は

生活習慣病関連疾病

1位 悪性リンパ腫 513,708
肝硬変（アルコール性
のものを除く）

391,396 白血病 848,650 白血病 776,640 白血病 361,677 くも膜下出血 637,606

2位 白血病 275,814 白血病 389,930 妊娠高血圧症候群 317,243
妊娠及び胎児発育に関
連する障害

248,563 妊娠高血圧症候群 331,807 白血病 545,323

3位 腎不全 263,988
頭蓋内損傷及び内臓の
損傷

365,416
妊娠及び胎児発育に関
連する障害

276,620
感染症及び寄生虫症の
続発・後遺症

236,645 くも膜下出血 311,578 妊娠高血圧症候群 348,298

4位 妊娠高血圧症候群 230,168 くも膜下出血 306,383 心臓の先天奇形 225,896 腎不全 222,362 悪性リンパ腫 295,469 腎不全 237,972

5位 くも膜下出血 219,603 腎不全 299,804 腎不全 224,626 悪性リンパ腫 207,157 腎不全 241,412 アルツハイマー病 237,322

6位 妊娠及び胎児発育に関
連する障害

215,499 妊娠高血圧症候群 262,998
その他の周産期に発生
した病態

192,696 妊娠高血圧症候群 196,682
妊娠及び胎児発育に関
連する障害

195,774 悪性リンパ腫 234,778

7位 直腸Ｓ状結腸移行部及
び直腸の悪性新生物

197,799
妊娠及び胎児発育に関
連する障害

218,674
血管性及び詳細不明の
認知症

192,220
その他の周産期に発生
した病態

154,274
感染症及び寄生虫症の
続発・後遺症

184,122
肝及び肝内胆管の悪性
新生物

232,642

8位 心臓の先天奇形 161,403
血管性及び詳細不明の
認知症

198,703
気管、気管支及び肺の
悪性新生物

188,851
直腸Ｓ状結腸移行部
及び直腸の悪性新生物

142,576
その他の周産期に発生
した病態

176,599 心臓の先天奇形 230,378

9位 血管性及び詳細不明の
認知症

147,227 その他の悪性新生物 162,167 悪性リンパ腫 165,252 脳内出血 117,352
直腸Ｓ状結腸移行部
及び直腸の悪性新生物

175,023
気管、気管支及び肺の
悪性新生物

183,808

10位 その他の悪性新生物 132,030 痔核 159,044 脳内出血 150,830 その他の悪性新生物 114,216 アルツハイマー病 173,865
妊娠及び胎児発育に関
連する障害

171,988

（単位:円）

令和6年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
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 組合員（令和６年度）

 被扶養者（令和６年度）

 疾病中分類別 レセプト件数

図 疾病中分類別レセプト件数（上位10疾病・組合員）（令和６年度）

図 疾病中分類別レセプト件数（上位10疾病・被扶養者）（令和６年度）
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 組合員・女性（令和６年度）

 組合員・男性（令和６年度）

 疾病中分類別 年齢階層別医療費（上位3疾病）

は30歳以上で生活習慣病関連疾病に定義される疾病（大分類で消化器系、筋骨格及び結合組織疾患を除く）

表 年齢階層別医療費の状況（組合員・女性・疾病中分類別上位3疾病）（令和６年度）

表 年齢階層別医療費の状況（組合員・男性・疾病中分類別上位3疾病）（令和６年度）

1位 2位 3位

20-29 その他の消化器系の疾患 その他の呼吸器系の疾患 腸管感染症

30-39 その他の消化器系の疾患 その他の悪性新生物 その他の急性上気道感染症

40-49 その他の消化器系の疾患 腎不全 その他の神経系の疾患

50-59 その他の悪性新生物 その他の神経系の疾患 高血圧性疾患

60-69 その他の悪性新生物 高血圧性疾患 その他の心疾患

20-29 膵疾患 心臓の先天奇形 骨折

30-39 直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物 その他の悪性新生物 その他の循環器系の疾患

40-49 腎不全 貧血 直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物

50-59 白血病 くも膜下出血 悪性リンパ腫

60-69 白血病 気管、気管支及び肺の悪性新生物 肝及び肝内胆管の悪性新生物

20-29 アレルギー性鼻炎 皮膚炎及び湿疹 その他の急性上気道感染症

30-39 アレルギー性鼻炎 その他の急性上気道感染症 皮膚炎及び湿疹

40-49 アレルギー性鼻炎 高血圧性疾患 気分（感情）障害（躁うつ病を含む）

50-59 高血圧性疾患 脂質異常症 糖尿病

60-69 高血圧性疾患 糖尿病 脂質異常症

総医療費

受診率

項目
年齢階層
（歳）

男性

レセプト
1件当たり
医療費

1位 2位 3位

20-29 その他の妊娠、分娩及び産じょく 乳房及びその他の女性生殖器の疾患 症状、徴候及び異常臨床所見・異常

30-39 その他の妊娠、分娩及び産じょく 乳房及びその他の女性生殖器の疾患 その他の内分泌、栄養及び代謝障害

40-49 良性新生物及びその他の新生物 乳房の悪性新生物 乳房及びその他の女性生殖器の疾患

50-59 良性新生物及びその他の新生物 乳房の悪性新生物
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機
構の障害

60-69 関節症 乳房の悪性新生物 高血圧性疾患

20-29 悪性リンパ腫 頭蓋内損傷及び内臓の損傷 妊娠高血圧症候群

30-39 妊娠高血圧症候群 悪性リンパ腫 結腸の悪性新生物

40-49 妊娠高血圧症候群 悪性リンパ腫 白血病

50-59 くも膜下出血
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機
構の障害

直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物

60-69 脳性麻痺及びその他の麻痺性症候群 腎不全 胆石症及び胆のう炎

20-29 その他の皮膚及び皮下組織の疾患 アレルギー性鼻炎 屈折及び調節の障害

30-39 アレルギー性鼻炎 乳房及びその他の女性生殖器の疾患 その他の急性上気道感染症

40-49 アレルギー性鼻炎 屈折及び調節の障害 良性新生物及びその他の新生物

50-59 高血圧性疾患 脂質異常症 屈折及び調節の障害

60-69 高血圧性疾患 脂質異常症 屈折及び調節の障害

受診率

項目
年齢階層
（歳）

女性

総医療費

レセプト
1件当たり
医療費
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 被扶養者・女性（令和６年度）

 被扶養者・男性（令和６年度）

は30歳以上で生活習慣病関連疾病に定義される疾病（大分類で消化器系、筋骨格及び結合組織疾患を除く）

表 年齢階層別医療費の状況（被扶養者・女性・疾病中分類別上位3疾病）（令和６年度）

表 年齢階層別医療費の状況（被扶養者・男性・疾病中分類別上位3疾病）（令和６年度）

1位 2位 3位

20-29 貧血 糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

30-39
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

その他の精神及び行動の障害 その他の皮膚及び皮下組織の疾患

40-49 糖尿病 気分（感情）障害（躁うつ病を含む）
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

50-59 その他の心疾患 その他の神経系の疾患
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機
構の障害

60-69 その他の呼吸器系の疾患 アルツハイマー病 その他の心疾患

20-29 貧血 糸球体疾患及び腎尿細管間質性疾患 その他の先天奇形、変形及び染色体異常

30-39 脊椎障害（脊椎症を含む） その他の精神及び行動の障害
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

40-49 その他損傷及びその他外因の影響 その他の感染症及び寄生虫症
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

50-59
その他の血液及び造血器の疾患並びに免疫機
構の障害

アルコール性肝疾患 膵疾患

60-69 その他の呼吸器系の疾患 直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物 アルツハイマー病

20-29 その他の皮膚及び皮下組織の疾患 皮膚炎及び湿疹 アレルギー性鼻炎

30-39
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

気分（感情）障害（躁うつ病を含む） その他の精神及び行動の障害

40-49 気分（感情）障害（躁うつ病を含む） 糖尿病 高血圧性疾患

50-59 気分（感情）障害（躁うつ病を含む） 脊椎障害（脊椎症を含む） その他の神経系の疾患

60-69 高血圧性疾患 その他の神経系の疾患 糖尿病

年齢階層
（歳）

男性

総医療費

レセプト
1件当たり
医療費

項目

受診率

1位 2位 3位

20-29 その他の神経系の疾患 その他の精神及び行動の障害 その他の妊娠、分娩及び産じょく

30-39 その他の妊娠、分娩及び産じょく
統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性
障害

乳房及びその他の女性生殖器の疾患

40-49 その他の消化器系の疾患 良性新生物及びその他の新生物 乳房の悪性新生物

50-59 乳房及びその他の女性生殖器の疾患 良性新生物及びその他の新生物 その他損傷及びその他外因の影響

60-69 腎不全 くも膜下出血 高血圧性疾患

20-29 中毒 その他の妊娠、分娩及び産じょく その他の神経系の疾患

30-39 妊娠高血圧症候群 腎不全 炎症性多発性関節障害

40-49 胆石症及び胆のう炎 肝硬変（アルコール性のものを除く） その他の消化器系の疾患

50-59 くも膜下出血 直腸Ｓ状結腸移行部及び直腸の悪性新生物 肝及び肝内胆管の悪性新生物

60-69 くも膜下出血 腎不全 気管、気管支及び肺の悪性新生物

20-29 その他の皮膚及び皮下組織の疾患 アレルギー性鼻炎 月経障害及び閉経周辺期障害

30-39 アレルギー性鼻炎 乳房及びその他の女性生殖器の疾患 その他の急性上気道感染症

40-49 アレルギー性鼻炎 屈折及び調節の障害 皮膚炎及び湿疹

50-59 高血圧性疾患 脂質異常症 屈折及び調節の障害

60-69 高血圧性疾患 脂質異常症 屈折及び調節の障害

項目

受診率

年齢階層
（歳）

女性

総医療費

レセプト
1件当たり
医療費
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 生活習慣病の総医療費は、脂質異常症、高血圧性疾患、糖尿病で比較すると「高血圧性疾患」が
高い。経年で見ると「高血圧性疾患」が令和５年度から横ばい傾向であるが、「脂質異常症」と
「糖尿病」は増加傾向である。

 生活習慣病受診者数の経年変化も総医療費と同様の傾向である。

3.3.1 生活習慣病医療費

着目疾病の医療費3.3

 全体

 生活習慣病総医療費（脂質異常症、高血圧性疾患、糖尿病）

 全体

 生活習慣病受診者数（脂質異常症、高血圧性疾患、糖尿病）

図 生活習慣病総医療費（脂質異常症、高血圧性疾患、糖尿病）（令和元年度～令和６年度）

図 生活習慣病受診者数（脂質異常症、高血圧性疾患、糖尿病）（令和元年度～令和６年度）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和５年度 令和６年度

脂質異常症 203,086,180 192,219,770 311,817,460 387,372,620 510,119,590 583,944,370

高血圧性疾患 339,245,730 367,347,400 419,924,470 492,479,730 680,198,670 647,813,600

糖尿病 190,970,740 163,120,330 167,119,750 207,548,390 264,205,000 296,822,220
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和５年度 令和６年度

脂質異常症 1,661 1,595 2,531 4,216 4,413 4,855

高血圧性疾患 2,159 2,206 2,721 4,677 4,905 5,022

糖尿病 769 756 680 1,095 1,147 1,187
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3.3.2 人工透析医療費
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 令和４年度から令和６年度にかけて、組合員の人工透析導入者数はやや増加しており、総医療費
も増加傾向にある。

 組合員
 人工透析導入者数

 組合員

 人工透析導入者の総医療費

※人工腎臓・腹膜灌流の診療行為コードを含むレセプトの保有者の人数。

図 人工透析者数（組合員）（令和元年度～令和６年度）

図 人工透析者の総医療費（組合員）（令和元年度～令和６年度）

※導入者の年間医療費（人工透析以外も含む）の合計。入院・外来・調剤を含み、歯科を除く。

 導入者数

 参考 人工透析導入者数、導入者総医療費（被扶養者、任意継続組合員・被扶養者）

 導入者の総医療費

図 人工透析者の総医療費（被扶養者・任継）（令和元年度～令和６年度）図 人工透析者数（被扶養者・任継）（令和元年度～令和６年度）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度

短期組合員 8 7 10

組合員（短期除く） 13 14 10 10 11 10

導入者_計 13 14 10 18 18 20
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25（人）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度

短期組合員 20,420 38,474 67,712

組合員（短期除く） 71,463 74,606 56,285 53,196 71,133 70,438

導入者総医療費_計 71,463 74,606 56,285 73,615 109,607 138,150
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100,000

120,000

140,000

160,000（千円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度

短期組合員の被扶養者 6 9 7

被扶養者（短期除く） 13 11 10 8 8 7

導入者_計 13 11 10 14 17 14
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令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和６年度

短期組合員の被扶養者 21,959 42,588 38,397

被扶養者（短期除く） 78,382 81,934 63,029 47,352 49,988 74,020

導入者総医療費_計 78,382 81,934 63,029 69,311 92,577 112,417
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40,000

60,000

80,000

100,000
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3.3.3 悪性新生物医療費
 ５種のがん※で比較すると、 「乳がん」の総医療費が最も高く、レセプト件数も最も多い。総医

療費、レセプト件数共に前年度から増加している。
 レセプト１件当たり医療費が高いのは「大腸がん(直腸・S状結腸) 」と「肺がん」である。

※５種のがん:胃がん、大腸がん、肺がん、子宮がん、乳がん
早期に対応することで有意にがん死亡率が下がるというエビデンスがあるもの。

 全体

 悪性新生物総医療費（５種のがん）（令和元年度～令和６年度)

 全体
 悪性新生物レセプト件数（５種のがん）（令和元年度～令和６年度)

 悪性新生物レセプト１件当たり医療費（５種のがん）（令和元年度～令和６年度)
 全体

胃がん
大腸がん

(直腸・S状結腸)
大腸がん(結腸) 肺がん 子宮がん 乳がん

令和元年度 8,376 18,791 29,651 17,654 9,538 57,751

令和2年度 10,888 7,629 21,782 22,048 21,911 58,683

令和3年度 13,727 11,699 18,791 40,225 17,259 85,865

令和4年度 32,318 13,545 30,139 33,691 13,865 111,618

令和5年度 17,734 16,452 36,804 57,788 20,069 113,492

令和6年度 20,138 20,359 43,554 69,112 13,538 136,043
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胃がん
大腸がん

(直腸・S状結腸)
大腸がん(結腸) 肺がん 子宮がん 乳がん

令和元年度 285 95 513 221 275 815

令和2年度 262 79 469 241 234 793

令和3年度 257 92 447 213 242 945

令和4年度 303 95 551 313 295 1,176

令和5年度 378 94 736 423 348 1,454

令和6年度 378 133 708 376 329 1,563
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胃がん
大腸がん

(直腸・S状結腸)
大腸がん(結腸) 肺がん 子宮がん 乳がん

令和元年度 29,388 197,799 57,799 79,882 34,685 70,860

令和2年度 41,556 96,567 46,444 91,484 93,635 74,001

令和3年度 53,413 127,160 42,037 188,851 71,317 90,862

令和4年度 106,659 142,576 54,699 107,639 47,000 94,914

令和5年度 46,916 175,023 50,005 136,615 57,670 78,055

令和6年度 53,274 153,076 61,517 183,808 41,148 87,039
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 精神疾患関連レセプト件数

 全体

 精神疾患関連総医療費

3.3.4 精神疾患関連医療費

22

 総医療費・レセプト件数ともに６年連続で「うつ病」が高く、増加傾向である。

 全体

表 精神疾患総医療費（令和６年度）

表 精神疾患レセプト件数（令和６年度）

（単位:円）

その他の精神
及び行動の障
害

65,371,370 うつ病 81,933,950 統合失調症 70,116,350 うつ病 70,651,800 うつ病 88,663,790 うつ病 90,441,070

うつ病 64,757,260
その他の精神
及び行動の障
害

61,256,020 うつ病 68,093,460 統合失調症 64,798,490 統合失調症 58,816,410
その他の精神
及び行動の障
害

70,832,850

統合失調症 44,255,100 統合失調症 57,884,210
その他の精神
及び行動の障
害

55,109,370
その他の精神
及び行動の障
害

48,053,110
その他の精神
及び行動の障
害

53,026,930 統合失調症 69,046,450

神経性障害等 32,829,640 神経性障害等 35,113,470 神経性障害等 36,921,560 神経性障害等 39,782,420 神経性障害等 52,849,090 神経性障害等 53,180,380

精神・行動障
害

5,192,380
血管性及び詳
細不明の認知
症

4,768,870
血管性及び詳
細不明の認知
症

4,997,720
精神・行動障
害

4,750,750
精神・行動障
害

5,930,940
知的障害（精
神遅滞）

4,319,830

血管性及び詳
細不明の認知
症

4,858,500
精神・行動障
害

4,114,960
精神・行動障
害

3,494,520
知的障害（精
神遅滞）

3,786,020
知的障害（精
神遅滞）

2,926,560
精神・行動障
害

1,143,370

知的障害（精
神遅滞）

2,175,440
知的障害（精
神遅滞）

2,865,810
知的障害（精
神遅滞）

1,967,190
血管性及び詳
細不明の認知
症

272,640
血管性及び詳
細不明の認知
症

436,040
血管性及び詳
細不明の認知
症

575,500

令和6年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

うつ病 6,346 うつ病 6,495 うつ病 7,018 うつ病 7,944 うつ病 9,016 うつ病 9,241

神経性障害等 3,879 神経性障害等 3,940 神経性障害等 4,443 神経性障害等 5,153 神経性障害等 5,918 神経性障害等 6,083

その他の精神及
び行動の障害

2,579
その他の精神及
び行動の障害

2,667
その他の精神及
び行動の障害

2,884
その他の精神及
び行動の障害

3,106
その他の精神及
び行動の障害

3,450
その他の精神及
び行動の障害

3,584

統合失調症 974 統合失調症 1,036 統合失調症 1,068 統合失調症 1,312 統合失調症 1,556 統合失調症 1,384

精神・行動障害 222 精神・行動障害 193
知的障害（精
神遅滞）

187
知的障害（精
神遅滞）

240
知的障害（精
神遅滞）

274
知的障害（精
神遅滞）

292

知的障害（精
神遅滞）

182
知的障害（精
神遅滞）

181 精神・行動障害 112 精神・行動障害 128 精神・行動障害 184 精神・行動障害 120

血管性及び詳
細不明の認知
症

33
血管性及び詳
細不明の認知
症

24
血管性及び詳細
不明の認知症

26
血管性及び詳
細不明の認知
症

23
血管性及び詳
細不明の認知
症

38
血管性及び詳
細不明の認知
症
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（単位:件）

令和6年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度



1000万円以上, 7.3％

500万円以上, 8.8％

200万円以上

13.6％

100万円以上

11.1％

50万円以上

11.2％
50万円未満

47.9％

3.3.5 高額医療費
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 上位約5.8％の人が、総医療費の約半分を占めている。
 年間総医療費が50万円以上の受療者の保有疾病は「高血圧」「糖尿病」「脂質異常症」「悪性新

生物」 「うつ病」が多い。

 総医療費の割合（令和６年度）
 高額医療費受療者の総医療費割合（入院・外来・調剤）

図 総医療費割合（令和６年度）

図 高額医療費受療者の着目疾病保有状況（全体）（令和６年度）

総医療費割合
(%)

総医療費
（万円）

人数割合
(%)

人数
（人）年間総医療費額

52.1

7.3643,221

5.8

0.1361,000万円以上
8.8770,2950.2111500万円以上

13.61,194,4670.9394200万円以上
11.1974,8331.5695100万円以上
11.2981,4623.11,43050万円以上

47.947.94,199,02694.294.243,34750万円未満
100.0100.08,763,305100.0100.046,013計
ーーーーー4,043医療費なし
ーーーーー50,056計

 高額医療費受療者の疾病保有状況

高血圧 糖尿病
脂質

異常症

高尿酸

血症

虚血性

心疾患

動脈

硬化

脳血管

疾患
肝疾患 腎疾患

悪性

新生物
うつ病

人工

透析
難病

人数 320 210 180 17 64 9 30 25 0 287 206 37 452

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
年間総医療費50万円以上受療養者の疾病保有状況(重複あり）n=2,666

（単位:人）
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3.3.6 後発医薬品の使用状況
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 後発医薬品使用割合は、令和７年３月診療分において89.5％であり、国の定める目標値「令和11
年度末までに80%」を前倒しで達成している。
※厚生労働省「保険者別の後発医薬品の使用割合」の使用割合（数量シェア）を使用

 全体
 後発医薬品の使用割合

 全体

 全国市町村職員共済組合との比較

全国
北海道・東北区 

関東区

北信越区

東海区

近畿区

中国区

四国区

九州区

図 後発医薬品の使用率（数量ベース）の推移

図 全国市町村職員共済組合との比較（令和７年３月診療分）

※厚生労働省「保険者別の後発医薬品の使用割合（各診療年月分）」の使用割合（数量シェア）を使用

・国の定める目標値
令和11年度末までに80%

・全国平均:90.3％
・三重県 :89.5%
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 令和6年度の特定健康診査受診率は、全体91.2%、組合員98.0％、被扶養者61.0％であり、令
和元年度以降、高い水準を保っている。

 特定保健指導実施率は、全体44.4%、組合員46.0％、被扶養者22.9％であり、令和元年度と比
較すると全体9.5ポイント低下、組合員12.2ポイント低下、被扶養者16.0ポイント上昇した。
令和5年度以降、組合員の特定保健指導実施率が大きく低下している。

3.4 特定健康診査・特定保健指導

3.4.1 特定健康診査・特定保健指導の実施状況

 特定健康診査受診率の推移

 特定保健指導実施率の推移

 積極的支援・動機付け支援実施率の推移

97.4 97.5 98.6 98.4 98.3 98.0

64.2 63.0 63.4 63.1 60.9 61.0

89.7 89.9 91.1 91.1 91.3 91.2
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66.4
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46.0
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50.2 
55.2 53.1 

61.2 

51.4 

35.0 

58.3 
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52.7 

53.9 

59.4 58.2 
63.5 

54.7 

44.4 
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 全体（令和元年度～令和６年度）

 内臓脂肪症候群該当者・予備群者割合の推移

 内臓脂肪症候群該当者割合は、令和6年度は22.8%（該当者9.6%＋予備群13.2％）であり、経
年で見るとほぼ横ばいである。

3.4.2 内臓脂肪症候群該当者・予備群者の状況

 特定保健指導対象者の割合は、令和6年度14.2% （積極的6.6%＋動機付け7.6％）であり、令
和元年度から低下傾向にある。

3.4.3 特定保健指導対象者の状況

 特定保健指導対象者割合の推移
 全体（令和元年度～令和６年度）

12.1 12.1 12.2 12.4 13.0 13.2 

9.7 9.9 10.2 10.2 9.2 9.6 

21.8 22.0 22.4 22.6 22.2 
22.8 
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予備群該当者割合 該当者割合 合計（単位:%）
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16.9 17.0 
16.2 15.9 

14.4 14.2 
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5.0
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15.0
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積極的支援対象者割合 動機付け支援対象者割合 合計（単位:%）



27

 脂質リスク、肥満リスク、肝機能リスクの保有率は低下傾向にある。血圧リスク、血糖リスクの
保有割合は上昇傾向。

 血圧リスク、脂質リスク、肥満リスク、肝機能リスクは、男性の保有率が大幅に高い。

3.5.1 健康リスク保有状況（組合員）

健診結果の状況3.5

 血圧リスク保有率

 血糖リスク保有率

 組合員（令和元年度～令和６年度）

 組合員（令和元年度～令和６年度）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 36.6 38.0 37.6 37.8 42.2 42.3

女性 19.8 21.0 21.6 22.9 28.0 28.9

組合員計 30.2 31.2 31.0 31.5 34.9 35.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 55.8 58.1 57.7 59.9 63.1 64.7

女性 48.5 53.1 51.1 54.1 56.9 56.3

組合員計 53.0 56.1 54.9 57.5 59.9 60.3

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(単位:%)
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 脂質リスク保有率

 肝機能リスク保有率

 肥満リスク保有率

 組合員（令和元年度～令和６年度）

 組合員（令和元年度～令和６年度）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 29.1 29.2 28.5 27.5 28.8 26.7

女性 8.6 8.7 8.8 8.6 9.9 10.0

組合員計 21.3 21.0 20.4 19.6 19.1 18.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 48.5 48.0 48.3 47.4 46.2 47.3

女性 25.1 25.0 25.3 25.3 22.7 23.1

組合員計 39.6 38.8 38.8 38.1 34.1 34.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 42.1 42.3 41.3 39.5 38.7 38.9

女性 12.1 13.1 13.7 13.0 14.9 15.5

組合員計 30.7 30.6 29.9 28.4 26.5 26.8

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0(単位:%)

 組合員（令和元年度～令和６年度）
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 喫煙習慣:男性の喫煙率は24.6％。令和元年度から低下傾向である。
 運動習慣:適切な習慣の保有率は29.5％。男女共に改善傾向にある。
 食事習慣:適切な習慣の保有率は55.0％。令和6年度は、男女共に前年度より改善。
 飲酒習慣:適切な習慣の保有率は89.9％。令和6年度は女性の保有率が前年度比低下（※）。

※令和６年度から基準変更の影響も想定される
 睡眠習慣:適切な習慣の保有率は58.5％。令和6年度は、男女共に前年度より改善。

3.5.2 生活習慣保有状況（組合員）

 喫煙率

 運動習慣

 現在、たばこを習慣的に吸っている者の割合（組合員）（令和元年度～令和６年度） ※低い方がよい
注:国への法定報告値を使用

 適切な運動習慣を有する者の割合（組合員）（令和元年度～令和６年度） ※高い方がよい

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 27.5 27.0 26.0 25.5 24.6 24.6

女性 5.6 5.2 5.1 5.5 5.3 5.4

組合員計 19.2 18.4 17.4 17.2 14.7 14.7

0.0

5.0

10.0

15.0
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25.0

30.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 28.8 30.8 31.4 34.7 32.7 36.0

女性 15.8 15.9 15.8 19.1 19.0 23.3

組合員計 23.8 24.8 24.9 28.1 25.6 29.5

0.0
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10.0
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25.0

30.0

35.0

40.0(単位:%)
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 食事習慣
 適切な食事習慣を有する者の割合（組合員）（令和元年度～令和６年度） ※高い方がよい

 適切な飲酒習慣を有する者の割合（組合員）（令和元年度～令和６年度） ※高い方がよい
※令和６年度から基準変更

 睡眠習慣
 睡眠で休養が十分とれている者の割合（組合員）（令和元年度～令和６年度） ※高い方がよい

 飲酒習慣

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 50.5 51.8 51.0 52.5 51.4 55.2

女性 43.4 46.5 44.3 44.4 47.6 54.8

組合員計 47.8 49.7 48.2 49.1 49.4 55.0
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50.0

60.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 89.0 88.9 89.8 90.1 90.2 88.8

女性 98.2 98.6 98.9 98.6 98.6 90.9

組合員計 92.5 92.8 93.6 93.7 94.5 89.9

0.0

20.0

40.0
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80.0

100.0(単位:%)

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

男性 60.7 62.9 61.9 62.7 59.4 64.2

女性 46.5 50.2 46.5 46.2 46.6 53.0

組合員計 55.3 57.9 55.5 55.8 52.9 58.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0(単位:%)
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 リスク等判定要件

表 健康リスク判定要件

表 生活習慣保有状況判定要件（特定健康診査の問診により判定）

詳細要件

「現在、たばこを習慣的に吸っていますか」
1:はい（条件１，２を満たす） → 喫煙者
2:以前は吸っていたが、最近1ヶ月間は吸っていない、3:いいえ

→非喫煙者

現在、たばこを習慣的に
吸っている者の割合
条件１:最近１か月間吸っている
条件２:６か月以上吸っている、

又は合計100本以上吸っている

喫煙率

適切な運動習慣とは 以下３項目のうち２つ以上該当
・１回30分以上の軽く汗をかく運動を週２日以上、１年以上実施
・歩行または同等の身体活動を１日１時間以上実施
・ほぼ同じ年齢の同性と比較して歩く速度が速い

適切な運動習慣を有する者運動習慣

適切な食事習慣とは 以下４項目のうち３つ以上該当
・早食いをしない（人と比べて食べる速度が普通または遅い）
・就寝前の２時間以内に夕食をとることが週３回未満
・朝昼夕の３食以外に間食や甘い飲み物を摂取しない
・朝食を抜くことが週3回未満

適切な食事習慣を有する者食事習慣

多量飲酒群:飲酒頻度・飲酒量の組み合わせにより判定

適切な飲酒習慣を有する者
＝多量飲酒群に該当しない者
※令和６年度から基準変更

飲酒習慣

特定健康診査の問診「睡眠で休養が十分にとれている」について
「はい」と回答した者

睡眠で休養が十分取れている
者

睡眠習慣

参考
厚生労働省 標準的な健診・保健指導プログラム【令和6年度版】判定要件

受診勧奨判定値保健指導判定値単位健診項目

140以上130以上mmHg収縮期血圧収縮期130以上、または
拡張期85以上

血圧
リスク 90以上85以上mmHg拡張期血圧

126以上100以上mg/dl空腹時血糖空腹時血糖100以上、
または 随時血糖100以上、
または HbA1c5.6以上

血糖
リスク 6.5以上5.6以上%HbA1c

126以上100以上mg/dl随時血糖
300以上150以上mg/dl空腹時中性脂肪空腹時中性脂肪150mg/dl以上、

または
随時中性脂肪175mg/dl以上、
または
HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ40mg/dl未満

脂質
リスク

300以上175以上mg/dl随時中性脂肪

ー40未満mg/dlHDL-C

140以上120以上mg/dlLDL-C

ー25以上ーBMIBMI25以上、または
腹囲 男性85cm以上

女性90cm以上
肥満

リスク ー男性85以上
女性90以上cm腹囲

51以上31以上U/LASTAST 31以上、または
ALT 31以上、または
γ-GT 51以上

肝機能
リスク 51以上31以上U/LALT

101以上51以上U/Lγ-GT

飲酒量
女性男性飲酒頻度

1～２合未満
2～３合未満
3～５合未満
5合以上

2～３合未満
3～５合未満
5合以上

毎日

週５～６日
3～５合未満
5合以上週３～４日

3～５合未満
5合以上

5合以上
週１～２日

5合以上月１～３日

※厚生労働省 健康スコアリングレポートに準ずる
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主な保健事業基本的な考え方基本施策

・特定健康診査
・人間ドック
・がん検診、歯科健診 等

予防・早期発見
生活習慣病の予防・早期発見のため、健診受診による発症
予防、健診受診の勧奨を実施する。生活習慣病対策

（ハイリスク
アプローチ） ・生活習慣病重症化予防

・特定保健指導
・若年者保健指導 等

早期治療・重症化予防
生活習慣病の早期治療・重症化予防のため、リスク保有者
への早期受診、罹患者に対する定期受診を勧奨する事業を
実施する。

・広報、ホームページ
・医療費分析・統計

所属所別健康度レポート 等

加入者全員に働きかけをして、健康の保持・増進を図り、
健康状況の悪化を防ぐ。

健康づくりの支援
（ポピュレーション
アプローチ）

・人事・健康管理担当者等研修会
等

共済組合と所属所の役割を明確にし、所属所と連携し、保
健事業を実施する。

所属所との連携
（コラボヘルス）

4.1 基本的な考え方
医療費・健診結果等のデータ分析の結果から明らかとなった健康課題を解決するため、第

３期データヘルス計画では『生活習慣病対策（予防・早期発見、早期治療・重症化予防）』、
『組合員及び被扶養者の健康づくりの支援』を行い「組合員及び被扶養者の健康保持・増
進」と「医療費の適正化」を図る。また、所属所との密な連携・協働（コラボヘルス）を推
進することで、効果的・効率的な事業実施を図る。

なお、第３期データヘルス計画で実施する保健事業は、第２期データヘルス計画で実施し
た保健事業を基本的に踏襲するが、短期組合員加入などの共済組合の状況の変化を踏まえ、
一部の見直しを行った。

実施事項（基本施策）

①生活習慣病対策
（ハイリスクアプローチ）

②健康づくりの支援
（ポピュレーションアプローチ）

組合員及び被扶養者の健康保持・増進

医療費の適正化

目的
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第３期データヘルス計画において実施する個別保健事業の概要・目標等を次に示す。
4.2 保健事業計画（事業概要・目標等）

目標
指標

概要
NO

令和8年度令和7年度令和6年度対象事業の目的及び概要事業名分類

25,000件25,000件25,000件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

・1泊2日コース:満40歳以
上の組合員及び被扶養者

・1日コース:満35歳※以
上の組合員及び被扶養者
（受診枠の範囲内で35歳

※未満の組合員も受け
入れる。)

※令和７年度は36歳、
令和８年度以降は37歳

・巡回コース:組合員及び
被扶養者

（年齢制限なし）

人間ドックを受診した組合員・
被扶養者に対して、費用の一部を
助成。

・1泊2日コース:組合員20,000円、
被扶養者15,000円

・1日コース:組合員20,000円、被
扶養者15,000円

・巡回コース:2,700円～7,000円

人
間
ド
ッ
ク

健
康
診
断
、
検
診
助
成
等

1

※特定健康診査の欄参照特定健康診査受診
率

ア
ウ
ト
カ
ム

500件500件500件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト40歳以上75歳未満の被扶

養者と任意継続組合員の女
性

・40歳以上75歳までの被扶養者と
任意継続組合員の女性を対象に集
団健診を実施。（三重県内の会場
で都合の良い開催日に受診）

・特定健康診査の検査項目に心電図
検査・眼底検査・大腸がん検査・
胸部レントゲン検査を追加。
基本の検査は自己負担なし。

共
同
巡
回
健
診

２

※特定健康診査の欄参照
被扶養者の
特定健康診査受診
率

ア
ウ
ト
カ
ム

1,500件1,500件1,500件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト満40歳以上の組合員及び

被扶養者

脳ドックを受診した組合員・被扶養
者に対して、費用の一部を助成。

・助成額:15,000円

脳
ド
ッ
ク

３

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

300件300件300件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員及び被扶養者

市町の行う健診及び一般病院での検
診が、助成の対象。

・助成額:1人1回当たり上限3,000
円

胃
が
ん
検
診
助
成

４

ーーー悪性新生物に係る
医療費等を確認

ア
ウ
ト
カ
ム

12,000件12,000件12,000件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員及び被扶養者

市町の行う健診及び一般病院での検
診が、助成の対象。

・助成額:1人1回当たり上限3,000
円

婦
人
が
ん
検
診
助
成

５

ーーー悪性新生物に係る
医療費等を確認

ア
ウ
ト
カ
ム

2,700件2,700件2,700件受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員及び被扶養者

市町の行う健診及び一般病院での検
診が、助成の対象。

・助成額:1人1回当たり上限1,500
円

前
立
腺
が
ん

検
診
助
成

６

ーーー悪性新生物に係る
医療費等を確認

ア
ウ
ト
カ
ム

全体
92.2%
組合員
98.2％
被扶養者
63.4%

全体
92.0%
組合員
98.1％
被扶養者
63.2%

全体
91.9%
組合員
98.0%
被扶養者
63.0％

特定健康診査受診率

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト40歳以上75歳未満の組合

員及び被扶養者
※医療費増高対策として
40歳未満も対象とする

・人間ドック、事業主健診を受診し
た場合、健診結果の提供をもって
特定健康診査を受けたものとみな
す。

※名張市在住者については、住民健
診と同時実施。

特
定
健
康
診
査

予
防
、
支
援
等

７

ーーー
特定保健指導対象者
割合、内臓脂肪症候
群該当者割合を確認

ア
ウ
ト
カ
ム

全体
62.0%
組合員
63.9％
被扶養者
30.4%

全体
61.0%
組合員
62.9％
被扶養者
30.2%

全体
60.0%
組合員
61.8％
被扶養者
30.0%

特定保健指導実施率

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト40歳以上75歳未満の組合

員及び被扶養者
特定健康診査の結果をもとに、個人
のレベルにあった保健指導を実施。
（動機付け支援、積極的支援）

特
定
保
健
指
導

8

ーーー
特定保健指導による
特定保健指導対象者
の減少率

ア
ウ
ト
カ
ム
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体制・方法（ストラクチャー・プロセス）目標
NO

プロセスストラクチャー令和11年度令和10年度令和9年度

・共済組合のサイトにより情報提供。
・組合員・被扶養者については所属所経由で

募集期間中に申し込む。
・任意継続組合員については共済組合に直接

申し込む。

・組合員:所属所経由で受診の案内を実施。
・被扶養者:組合員経由で受診案内を実施。
・任意継続組合員:次年度掛金額案内時に受診

案内を実施。

25,000件25,000件25,000件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1

※特定健康診査の欄参照
ア
ウ
ト
カ
ム

・健診の案内文書を対象者に郵送している。
・受診者本人が申込む。ー

500件500件500件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

２

※特定健康診査の欄参照
ア
ウ
ト
カ
ム

※人間ドックと同様※人間ドックと同様

1,500件1,500件1,500件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト３

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・市町が行う検診及び一般の医
療機関での検診を受診した場
合、受診者の請求により費用
を助成。

ー

300件300件300件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

４

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

※胃がん検診助成と同様ー

12,000件12,000件12,000件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト５

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

※胃がん検診助成と同様ー

2,700件2,700件2,700件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト６

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・被扶養者:受診券は組合員経由で送付。

・組合員:事業主健診、人間ドック・節目健診
を受診。

・被扶養者及び任意継続組合員:人間ドック・
共同巡回健診、集合契約の健診機関にて受
診。また、勤務先の事業主健診データの提
供を求める。

全体
92.7%
組合員
98.5％
被扶養者
64.0%

全体
92.6%
組合員
98.4％
被扶養者
63.8%

全体
92.4%
組合員
98.3％
被扶養者
63.6%

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

７

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・被扶養者については、利用券、受診案内を
組合員経由で送付。

・未受診者に対し、利用勧奨通知を自宅に直
送。

・組合員:対象者リストを所属所に送付し、
日程調整と会場設定を依頼。共済組合から
個人宛の通知を送付。

・被扶養者:人間ドック受診者には受診当日
に案内。集合契約により全国の健診機関で
の受診が可能。

全体
65.0%
組合員
67.0％
被扶養者
31.0%

全体
64.0%
組合員
66.0％
被扶養者
30.8%

全体
63.0%
組合員
64.9％
被扶養者
30.6%

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

8

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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目標
指標

概要
NO

令和8年度令和7年度令和6年度対象事業の目的及び概要事業名分類

250人250人250人指導対象者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

30歳以上40歳未満の組
合員

・以下該当者に動機付け支援の内容で
特定保健指導を実施。

＜該当者要件＞
・33、36、39歳の保健指導

レベル該当者
・上記以外の年齢の着目項目が

基準値以上の者
※着目項目は年度ごとに血圧、

血糖、脂質を判定。

若
年
者
保
健
指
導

予
防
、
支
援
等

9

60%60%60%通知対象者の
保健指導実施率

ア
ウ
ト
カ
ム

1,500件1,500件1,500件相談件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員、

配偶者及び被扶養者

・24時間電話健康相談
・メンタルヘルスカウンセリング
・面談カウンセリング
・オンライン面談カウンセリング
・電話継続カウンセリング
・Webカウンセリング

電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

健
康
相
談

10

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

400件400件400件相談件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員、

配偶者及び被扶養者
メンタルヘルスカウンセリング
（無料）

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
ト

11

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー助成件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員

組合員が家族のために介護休暇を取得
することにより、給料の支給を受けな
い場合の経済的な助成を行う。

介
護
支
援
助
成

12

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員及び被扶養者

・共済組合が指定した会場で集団健診
を実施。

・歯のクリーニングとフッ素塗布及び
ブラッシング指導などを含む。

（他の健康保険組合と共同で実施）
無料

フ
ァ
ミ
リ
ー

歯
科
健
診

13

ーーー要治療者の
医療機関受診率

ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員及び被扶養者
・三重県の歯科医師会と連携して、歯

科医院での健診を実施。
・年１回まで健診費用を全額助成。

県
歯
科
医
師
会
に

よ
る
歯
科
健
診

14

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー通知対象者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員

・特定健康診査の検査値とレセプトの
治療状況から生活習慣病ハイリス
クの対象者を特定して以下の事業
を段階的に実施。

・高血圧症、糖尿病、脂質異常症の
受診歴がない組合員に対して、医
療機関の受診を促すための勧奨通
知とアンケートを送付。

生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防

15

20%20%20%通知対象者の
医療機関受診率

ア
ウ
ト
カ
ム
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体制・方法（ストラクチャー・プロセス）目標
NO

プロセスストラクチャー令和11年度令和10年度令和9年度

・基準該当者に動機付け支援同等の内容
で指導を実施。

・所属所に指導の依頼文書と対象者情報
を送付し、健康管理担当等に実施の協
力を依頼。

・勤務時間内の面談及び職務専念義務免
除の協力を得ている。

・特定保健指導の実施業者に若年者指導
を委託。

・特定保健指導結果と合わせて、若年者
指導の結果も受領。

250人250人250人

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

9

60%60%60%
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

1,500件1,500件1,500件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

10

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー
400件400件400件

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト11

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト12

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・共済組合が指定した会場で集団健診を
実施。・他の健保組合との共同実施。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

13

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ー・三重県歯科医師会所属の歯科医院にて
受診。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト14

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・特定保健指導対象者は当事業の対象外
とする。

・保健師等からの電話による受診勧奨を
実施。

・受診勧奨の一定期間後に受診確認を
実施。

・受診勧奨の対象者抽出、通知作成・発
送、受診確認について、業者に外部委
託。

・受診勧奨通知は所属所経由で送付。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

15

20%20%20%
ア
ウ
ト
カ
ム
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目標
指標

概要
NO

令和8年度令和7年度令和6年度対象事業の目的及び概要事業名分類

ーーー
・通知回数
（年1回予定）
・通知数等を確認

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

受診者全員（任継
除く）

1月から10月までにかかっ
た医療機関、医療費等の情
報を年１回通知。

医
療
費
通
知

情
報
提
供
、
啓
発
等

16

ーーー医療費等を確認
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー

・通知回数
（年1回予定）
・通知数等を確認

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

差額通知:500円
以上の差額がある
もの

希望シール:新規
組合員等

ジェネリック医薬品に切り
替えることで医療費削減が
見込める対象者に、ジェネ
リック医薬品の詳細や削減
見込み額を通知。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
普
及

17
後発医薬品使用割合

※国の定める目標に従う
参考:国の目標値
使用割合（数量ベース）
令和11年度までに
80％以上

ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー通知対象者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員

組合員のうち重複受診・頻
回受診及び重複服薬の懸念
がある対象者に対し、適切
受診の促進及び医療費の適
正化を図る。

受
診
行
動
適
正
化

18

ーーー医療費等を確認
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー全所属所への健康レ
ポート提出

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ー
特定健康診査のデータ分析
に基づく所属所別健診結果
の推移に当該所属所の課題
を付して提供。

医
療
費
分
析
、
統
計

19

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー再審査申出件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
トー入院、外来、調剤の全レセ

プトについて点検を実施。

レ
セ
プ
ト
審
査

20

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーーデータヘルス計画に
関連する記事の掲載

ア
ウ
ト
プ
ッ
トー

手洗いうがいの励行、食後
の歯磨き習慣の継続、喫煙
の弊害などの健康保持増進
記事を掲載。

広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

21

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト組合員及び配偶者

と子
日帰りバスウォークを外部
委託により開催。
（参加費2,500円）

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

保
健
体
育
・
セ
ミ
ナ
ー

22

ーーー
健診結果の問診によ
り生活習慣状況を確
認

ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト年度中に退職する

予定の組合員とそ
の配偶者

退職後の医療保険や年金の
説明と個別相談を行う。

退
職
者
セ
ミ
ナ
ー

23

ーーー
アンケートにより参
加者の満足度等を確
認

ア
ウ
ト
カ
ム
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体制・方法（ストラクチャー・プロセス）目標
NO

プロセスストラクチャー令和11年度令和10年度令和9年度

ー・通知書作成・発送は組合に
て実施。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

16

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ー
・差額通知の対象抽出、通知

書作成・発送は組合にて実
施。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

17

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ー・対象者抽出は業者に委託。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

18

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ー
・所属所別健康度レポート

作成、医療費分析につい
ては業者に委託。

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

19

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト20

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト21

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

22

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

23

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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目標
指標

概要N
O 令和8年度令和7年度令和6年度対象事業の目的及び概要事業名分類

ーー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト年度中に退職する予

定のない50歳から
59歳までの組合員と
その配偶者

「退職後のライフプラン」
や健康管理に関する講演、
年金の説明を行う。
※令和７年度で終了

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

保
健
体
育
・
セ
ミ
ナ
ー

24

ーー
アンケートにより参加
者の満足度等を確認。

ア
ウ
ト
カ
ム

ー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト40歳以上の組合員と

その配偶者

「退職後のライフプラン」
や健康管理に関する講演、
年金の説明を行う。
※令和８年度から退職準備
セミナーに代わって実施

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

25

ー
アンケートにより参加
者の満足度等を確認。

ア
ウ
ト
カ
ム

200人200人参加者数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員

運動習慣の重要性と生活習
慣病予防に役立つ情報を提
供。（RIZAPセミナー）
令和６年度:オンライン型
令和７年度:参集型
※令和７年度で終了

健
康
セ
ミ
ナ
ー

26

ーー
アンケートにより参加
者の満足度等を確認。

ア
ウ
ト
カ
ム

ー
（未定。今後検討して
決定する。）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員
運動習慣の重要性と生活習
慣病予防に役立つ情報動画
を提供する。
※令和８年度から実施

健
康
動
画
配
信

27

ーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー利用者数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員及び被扶養者

組合員や被扶養者が相互利
用協定施設を公務出張以外
で利用する時に宿泊費の一
部を助成。
【助成額】
・里創人倶楽部伊勢志摩

1人1泊2食4,000円、
1泊2食以外2,000円

・それ以外の相互利用協定
施設等 1人1泊2,000円

相
互
利
用
協
定
施
設

保
養
所

28

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー申請件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

組合員

ウォーキング大会等に参加
し完歩した場合、最初の完
歩日から1年以内に5回参加
した方に「健康グッズ」を
進呈。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

助
成

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

29

ーーー
健診結果の問診により
生活習慣状況を確認。

ア
ウ
ト
カ
ム

ーーー

・所属所の健康管理担
当者等向け「人事・
健康管理担当者等研
修会」を実施。

・所属所単位で健康・
運動・禁煙などを
テーマにした講座等
を実施。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

所属所

・所属所の衛生管理担当者
及び事務担当者を対象に、
医療費及び健診に係る
データ分析結果を提示し、
併せてメタボリックシン
ドロームに関する講演を
開催。

（人事・健康管理担当者等
研修会）

・住民の健康づくり事業に
係る協定、健康事業所認
定及び健診データの提供
など健康推進を支援。

・共済組合と共同での保健
事業の実施を希望する所
属所と調整の上、所属所
単位で健康・運動・禁煙
等をテーマにした講座等
を実施。

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

30

ーーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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体制・方法（ストラクチャー・プロセス）目標
NO

プロセスストラクチャー令和11年度令和10年度令和9年度

ーー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

24

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

25

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・共済組合のホームページに
案内を掲載及び所属所に文書
で通知する。

・共済組合に参加を申込む。
・原則、オンライン形式の

実施とする。
・アンケートにより参加者の

満足度を確認。

・セミナー実施は
業者に委託。

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

26

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

27

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

28

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・共済組合以外が主催する各種
ウォーキング大会に参加し、
又はウォーキングコースを
完歩した場合、最初の完歩
証明日から1年以内に5回参加
した方に「健康グッズ」等を
提供。

ー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

29

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・人事・健康管理担当者会議に
おいて、データヘルス計画、
医療費・健診等結果の分析結
果についての情報提供及び有
識者講演等を実施予定。

・住民の健康づくり事業に係る
協定、健康事業所認定及び健
診データの提供など健康推進
の支援を実施。

・希望する所属所と調整の上、
所属所単位で健康・運動・禁
煙等をテーマにした講座等を
実施。
（共済組合・所属所の共同実
施）

ー

ーーー

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

30

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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4.3 保健事業実績

令和６年度指標概要
NO

実績目標事業名分類
・１泊２日コース: 63件
・１日コース: 12,620件
・巡回コース: 8,817件

計21,500件
16,000件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

人
間
ド
ッ
ク

健
康
診
断
、
検
診
助
成
等

1

ー※特定健康診査の欄参照特定健康診査受診率
ア
ウ
ト
カ
ム

受診者数:485人300件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

共
同
巡
回
健
診

２

ー※特定健康診査の欄参照被扶養者の
特定健康診査受診率

ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:1,304件1,000件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

脳
ド
ッ
ク

３

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:304件200件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

胃
が
ん
検
診
助
成

４

※医療費については第3章を参照ー悪性新生物に係る医療費等を
確認

ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:11,369件8,000件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

婦
人
が
ん
検
診
助
成

５

※医療費については第3章を参照ー悪性新生物に係る医療費等を
確認

ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:2,442件2,000件受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

前
立
腺
が
ん

検
診
助
成

６

※医療費については第3章を参照ー悪性新生物に係る医療費等を
確認

ア
ウ
ト
カ
ム

全体 91.2%
組合員 98.0％
被扶養者61.0％

全体 91.9%
組合員 98.0%
被扶養者63.0％

特定健康診査受診率

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト特

定
健
康
診
査予

防
、
支
援
等

７ ・特定保健指導対象者割合14.2%
（積極的6.6%＋動機付け7.6％）

・内臓脂肪症候群該当者割合22.8%
（該当者9.6%＋予備群該当者13.2％）

ー
特定保健指導対象者割合、
内臓脂肪症候群該当者割合を
確認

ア
ウ
ト
カ
ム

全体 44.4%
組合員 46.0％
被扶養者23.9％

全体 60.0%
組合員 61.8％
被扶養者30.0%

特定保健指導実施率

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

特
定
保
健
指
導

8

22.4%ー特定保健指導による
特定保健指導対象者の減少率

ア
ウ
ト
カ
ム
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令和６年度
指標

概要
NO

実績目標事業名分類

対象者:317人
終了者:226人250人指導対象者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

若
年
者
保
健
指
導

予
防
、
支
援
等

9

実施率:71.3%60%通知対象者の
保健指導実施率

ア
ウ
ト
カ
ム

相談件数:1,333件1,500件相談件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

電
話
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

健
康
相
談

10

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

相談件数:279件400件相談件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
ト

11

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

助成件数:28件ー助成件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

介
護
支
援
助
成

12

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:294件ー受診件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー

歯
科
健
診

13

要治療者:23人ー要治療者の
医療機関受診率

ア
ウ
ト
カ
ム

受診件数:252件ー受診件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

県
歯
科
医
師
会
に

よ
る
歯
科
健
診

14

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・要件１:生活習慣病重症化予防
血糖・血圧・脂質有所見 かつ医療機関未受診

・要件２:糖尿病性腎症重症化予防
血糖有所見かつ尿蛋白3（1+）以上

・要件１:通知656人 再勧奨（電話連絡）99人
・要件２:通知9人 再勧奨（電話連絡）4人

ー通知対象者数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

生
活
習
慣
病

重
症
化
予
防

15

・令和6年12月診療分確認時点
・要件１:28.5％
・要件２:37.5％

20%通知対象者の
医療機関受診率

ア
ウ
ト
カ
ム



43

令和６年度指標概要NO
実績目標事業名分類

通知回数:年1回・通知回数:年1回予定・通知回数
・通知数等を確認

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

医
療
費
通
知

情
報
提
供
、
啓
発
等

16

※医療費については第3章を参照ー医療費等を確認
ア
ウ
ト
カ
ム

・通知回数:年1回
・通知発送数:560件・通知回数:年1回予定・通知回数

・通知数等を確認

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
普
及

17

・使用割合（数量ベース）:89.5％
（令和7年3月時点）

※国の定める目標に従う
参考:国の目標値
使用割合（数量ベース）令和11年度
までに80％以上

後発医薬品使用割合
ア
ウ
ト
カ
ム

令和5年10月～令和6年3月診療分の
レセプトにより３か月以上連続して
該当する者を対象とした。

計19人
・重複受診 2人
・頻回受診 6人
・重複服薬 11人

ー通知対象者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

受
診
行
動
適
正
化

18 通知者について令和6年4～12月
診療分のレセプトにより３か月以上
連続して該当する人数を確認した。

計16人（3人減）
・重複受診 2人
・頻回受診 6人
・重複服薬 8人

※医療費については第3章を参照

ー医療費等を確認
ア
ウ
ト
カ
ム

全所属所へ健康度レポートを提出ー全所属所への健康レポート提出

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

医
療
費
分
析
、
統
計

19

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

ーー再審査申出件数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

レ
セ
プ
ト
審
査

20

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

・生活習慣病予防レシピ
広報誌 5・8・11・2・3月号に掲載

・花粉症に負けない過ごし方
広報誌 2月号に掲載

ーデータヘルス計画に関連する記
事の掲載

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト広

報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

21

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

参加者数:286人ー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

保
健
体
育
・
セ
ミ
ナ
ー

22

※生活習慣状況については第3章参照ー健診結果の問診により生活習慣
状況を確認

ア
ウ
ト
カ
ム

参加者数:141人ー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

退
職
者
セ
ミ
ナ
ー

23

ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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令和6年度
指標

概要
NO

実績目標事業名分類

参加者数:127人ー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

保
健
体
育
・
セ
ミ
ナ
ー

24

参加者アンケートの結果:満足度98％
大多数が「役に立った」などの意見であった。ーアンケートにより参加者の満足度等を確認。

ア
ウ
ト
カ
ム

※令和８年度から事業開始ー参加者数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
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ーーアンケートにより参加者の満足度等を確認。
ア
ウ
ト
カ
ム

参加者数:64人200人参加者数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

健
康
セ
ミ
ナ
ー
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参加者アンケートの結果:満足度100％
参加後は100％の意識変容を確認することがで
きた。

ーアンケートにより参加者の満足度等を確認。
ア
ウ
ト
カ
ム

※令和８年度から事業開始ー（未定。今後検討して決定する。）
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

健
康
動
画
配
信
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ーーー

ア
ウ
ト
カ
ム

利用者数:998人ー利用者数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

相
互
利
用
協
定
施
設

保
養
所
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ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム

申請件数:6件ー申請件数
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

助
成

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
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※生活習慣状況については第３章参照ー健診結果の問診により生活習慣状況を確認。
ア
ウ
ト
カ
ム

令和6年11月に人事・健康管理担当者等
研修会を実施。

＜テーマ＞
・特定保健指導の必要性について
・所属所における健康課題とその

対策について

ー

・所属所の健康管理担当者等向け「人事・
健康管理担当者等研修会」を実施。

・所属所単位で健康・運動・禁煙などを
テーマにした講座等を実施。

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
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ーーー
ア
ウ
ト
カ
ム
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